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平成２９年度はるにれの里家族会連絡協議会 第１回役員会 記録 

日時：平成２９年７月１日（土）13:30～14:30 

場所：石狩市りんくる ３Ｆ視聴覚室 

 

出席（敬称略）： 

連絡協議会：朝倉、上原、古矢、畠山、福江、佐藤（地域親の会）、菅原、吉村、、 

八重樫、橋本、松原、斉藤、上村、小林、桶谷（記録） 

法人：加藤、成田、金子、菊池 

 

１、規約改定について（家族会からの幹事人数、事務局住所） 

●本来は総会に付すべきだが、準備等が間に合わなかった。軽微な内容でもあり、本日

出席者が総会出席者とほぼ一致するため、問題なければこの場で承認を得て、6/1 か

ら施行としたい。 ⇒ 異議無く承認。 

 

２、アンケートについて 

●総会でアンケートの作成について、案を持ち寄りとしたが、各サービスごとに案が出

ており体裁などをまとめたものを資料とした。 

●アンケートの体裁と対象者 

アンケートは、①共通部、②一般就労、③通所(A,B 型就労、就労移行、生活介護)、

④在宅、⑤GH、⑥入所 別に作成する。 

各家族会で各利用者ごとに使われているサービスで組合せて、利用者に合わせた構成

で配布する。また一家族から一つだけでなく、家族の方で回答したい方があれば、協

力していただく（一家族何名でも回答できます）。 

就労関連ではご本人からの回答も可能と思えたが、今回は家族へのアンケートとする。 

●内容について 7/10 までに、見直しをする。担当は以下の通り 

アンケートサービス②④（地域就労を支える会）、③（石狩支援センター）、⑤（あゆ

む）、⑥（はまなす親和会） 

●今後の進め方（連絡事項） 

・7/20 まで、各家族会毎に、アンケートのサービスの組合せと、枚数を事務局に連

絡する。配布方法を指定（事業所から送付する等）してください。 

・また 7/20 に最終アンケート内容を各家族会へ配布、最終チェックを行う 

・8/1 各家族会向けのアンケートを作成、印刷し配布先に届ける。お盆めがけてアン

ケートを実施。9/2 の役員会に回収したアンケートを持ち寄って下さい。 

●アンケートの使い方 

最終的に分析して、家族会としての提言とし、はるにれの里に対して提言をベースに

具体的な施策や計画を明確にしていく。共通の目標として位置づけてもらう。 

 

３、理事との定期協議会について 

●はるにれの里に対しての要望事項があるか 

・家族会連絡協議会の周知用のホームページを持ちたいので、法人のサービに間借り 
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 させてもらいたい。 

・入院互助会の今後について、法人の関係者も含めて相談させてほしい 

 （資金や運営方法について） 

 

 

はるにれの里理事・幹部職員と家族会連絡協議会との第１回定期協議会 記録 

日時：平成２９年７月１日（土）14:30～16:30 

場所：石狩市りんくる ３Ｆ視聴覚室 

 

出席（敬称略）： 

法人：木村、谷本、村田、加藤、成田、金子、真鍋、菊池、佐藤、黒川、角田、前田 

連絡協議会：朝倉、上原、古矢、畠山、福江、佐藤（地域親の会）、菅原、吉村、、 

八重樫、橋本、松原、斉藤、上村、小林、桶谷（記録） 

 

１、法人事業報告（H28 年度の重点的な課題の取組） 

(1) 社会福祉法人制度改正に向けた対応 ⇒ 最高議決機関である評議員会設立 

(2) 法人機構改革の取組 ⇒ エリア分割、採用強化など、組織構造を大幅に見直 

(3) 人材確保と職場定着・人材養成のための取組み 

(4) 研修事業・道内開催全国大会への取組み 

(5) 人権擁護・虐待防止の取組と外部評価システムの構築 

(6) サービスの安全対策の強化、防災対策と非難訓練の徹底等 

 ⇒ GH へのスプリンクラー設置 

(7) 厚田はまなす園、ゆいの地域移行に向けた役割と機能の検証 

 ⇒ はまなす園の老朽化と利用者高齢化で将来構想委員会を開催 

(8) ふれあいきのこ村・とれたてマルシェの新たな事業展開 

 ⇒ 茯苓栽培開始による、就労先の確保 

(9) グループホーム体制の見直し ⇒ 夜間対応と労働時間問題への対応 

(10) 継続的な障がい福祉制度等への提言・要請の取組み 

 

２、法人事業運営の課題（H29 年度の重点的な課題） 

(1) 利用者支援サービスの見直し ⇒ ２ユニット GH、小集団環境の整備 

(2) 人権擁護・虐待防止の取組と外部評価システムの構築 

(3) 法人家族会連絡協議会との連携強化 ⇒ 定期協議会の開催 

(4) 法人機構改革の取組 

(5) 人材確保と職場定着・人材養成、及び働き方の見直し・処遇改善の取組み 

(6) 公益事業としての養成研修事業の取組み 

(7) サービスの安全対策の強化、防災対策と非難訓練の徹底等 

(8) 厚田はまなす園・ゆいの地域移行に向けた役割と機能の検証 

(9) ふれあいきのこ村・とれたてマルシェの新たな事業展開 

(10) グループホーム夜間体制の抜本的見直し 
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(11) 継続的な障がい福祉制度等への提言・要請の取組み 

(12) 地域貢献事業の取組等について 

(13) 事業開始 30 周年記念事業の実施について ⇒ 10/1 に記念講演予定 

 

３、人事部報告 

・昨年は順調に推移して 36 名の採用となったが、今年度はあまり進まず、昨年度の

半分の感覚。家族会の方々にも、身近に福祉に興味を持つ方がいたら紹介して欲

しい。 

 

４、地域活動支援センター「彩」と高齢化問題 

・周囲のＧＨで暮らす方たちを中心に、主に余暇活動を支える。近隣住民の方たちとの

交流を図るための拠点。                             

休日の昼食対応の検討が必要 

 高齢化に伴うグループホーム環境の問題 

 

５、アンケートについて 

●家族会でサービスごとのアンケートを計画しており、11月に開催予定の第 2回定

期協議会には結果を報告する予定。アンケートはお盆時期に実施予定で、作成が

完了したら理事会にも提示する。 

●今までもアンケートをやってきたが、その対応が見えてこない。今回はサービス

ごとにフォーカスを絞っているので、具体的な対応と成果をウォッチして欲しい。 

 ⇒ アンケート結果を提言として、家族会から法人に申し入れ共通の課題 

   とすることを検討したい。 

 

６、その他 

●家族会の役員会で出された要望 2件について、実施する方向で考えたい。 

 ⇒ 具体的になるまでは、家族会の会長と協議する。 

 

以上 

 

 


